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平成 30年度決算のポイント

一般会計 ＝ 税収は増加しているが，引き続き厳しい状況

◆ 個人所得が伸びており，納税義務者数も過去最高を更新。企業業

績も好調で，市税は増加。リーマンショック前の水準に

⇒ 一般財源収入は，２年連続増加

◆ 昨年度，相次いだ災害の復旧・支援に１１８億円(本市負担９９億

円)の財政出動厳しい中でも ,「京プラン実施計画第２ステージ」に
掲げる全３０７事業を着実に推進

◆ 資産活用などの行財政改革を徹底してもなお不足する財源

⇒ 公債償還基金（将来の借金返済に充てるべき積立金）を取り崩し

て補てん

※ 歳入総額７，７５２億円、歳出総額７，７１９億円

翌年度への繰越２９億円、 30 年度実質収支＋４億円

◎ 必要な施策を進めるための財源確保（徹底した行財政改革の推進）

全国トップ水準の福祉・教育・子育て支援を，維持・充実

公債償還基金（将来の借金返済に充てるべき積立金）の取崩し額

は６７億円

厳しい財政状況の中でも，都市の成長・都市格の向上につながる

施策を推進 ⇒ 財源確保のための徹底した行財政改革

【歳入面】➢ 市税等の徴収率向上：９９．０％、増収効果６億円

➢ 資産の有効活用等 ：４２億円（土地の売却・学校跡地

の活用）、ラクト山科ホテル施設の売却（２５億円）

【歳出面】➢ 職員数の削減：１５１人（前年度２０５人）

人件費削減効果：２３億円（前年度２４億円）

公 営 企 業 会 計

＜バス事業＞

◆ 黒字を計上したものの，今後，バス運転士・整備士の担い手不足

や軽油価格の高騰，多額の車両更新費用等により，収支悪化は避け

られない見通し

＜地下鉄事業＞

◆ ４年連続で黒字を計上したものの，多額の企業債等残高を抱え，

依然，全国一厳しい経営状況。今後も多額の設備更新費用等により，

厳しい経営見通し
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井上議員の考える自

治体財政の改善方向

政府の大企業減税策が自

治体の減収にも連動してお

り、この改善が必要。地方

交付税交付金という国から

自治体へのお金の改善を。


